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大学教育における教育旅行の役割と可能性
スタディ・ツアーにおける参加意欲についての検討






















































































































表 1	 スタディ・ツアーを効果的に展開するための要因の分類 
（清水 2014 の指摘内容から筆者が分類し作成） 
日程策定などのマクロ構成要因 個別イベントの内容などのミクロ構成要因 
構成因	 内容因	 期間因 
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高く，携帯電話を利用した回答とした方が適切と判断した。
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表 3	 参加学生の出発前・帰国後の意識調査項目 
出発前 帰国後 










































表 4	 参加学生の入国時・出国後の意識調査項目 
ラオス入国直後 ラオス出国直後 









  質問 4 得られた知識と経験はどのようなもの
でしたか？ 
表⚓ 参加学生の出発前・帰国後の意識調査項目表 3	 参加学生の出発前・帰国後の意識調査項目 
出発前 帰国後 










































表 4	 参加学生の入国時・出国後の意識調査項目 
ラオス入国直後 ラオス出国直後 









  質問 4 得られた知識と経験はどのようなもの
でしたか？ 
表⚔ 参加学生の入国時・出国後の意識調査項目


















表 5 各質問項目に対する記述文字数 




質問１ 18	 12	 41	 43	 29	 58	 16	 81	
質問２ 11	 8	 17	 21	 8	 52	 20	 71	
質問３ 48	 2	 35	 23	 24	 54	 30	 14	
質問４ 7	 13	 35	 28	 8	 11	 22	 5	
質問５ 41	 6	 31	 13	 7	 46	 134	 9	
質問６ 17	 0	 0	 23	 21	 44	 16	 9	
質問 7※ 2	 2	 1	 2	 2	 3	 1	 2	








質問１ 290	 194	 212	 255	 207	 224	 112	 316	
質問２ 161	 146	 192	 234	 202	 186	 114	 125	








質問１ 211	 206	 252	 217	 235	 348	 176	 259	
質問２ 204	 190	 210	 209	 196	 87	 138	 163	
質問３ 227	 182	 207	 213	 200	 301	 38	 100	




質問１ 85	 50	 133	 43	 38	 161	 53	 66	
質問２ 120	 93	 176	 61	 65	 231	 150	 258	
質問３ 49	 74	 14	 64	 34	 171	 27	 155	
質問４ 14	 104	 0	 27	 46	 116	 25	 129	
質問５ 3	 0	 0	 49	 33	 125	 105	 42	
質問６ 4	 0	 0	 32	 49	 33	 27	 42	
質問７ 29	 92	 36	 44	 25	 74	 34	 96	
※質問７は選択式であるので文字数ではない。 
表⚕ 各質問項目に対する記述文字数
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な教育旅行という体験型学習を発展させる上で，意欲を明確にして同時に高めていくしくみを事前学
習段階でいかに作り上げていくかということになるだろう。その点でプログラムに参加した効果を評
価する基準や方法が必要となってくる。
専門科目として有益なプログラムとするには，さらに専門性をいかに高めていくかという別の視点
も必要である。この点については，フィールドワークの手法を重視し，事前学習と訪問地での学習を
結びつけてより大きな教育効果を期待する考え方もある（長坂：2016，藤山：2011）。社会科見学型が
多い中で，古くからあるフィールドワーク手法などを重視しし活用するわけだが，これは事前学習の
負担が高く実施が困難な運営者が多いと推測される。これらの課題に対し，外部機関のプログラムを
利用することで教育課程に組み込んでいるものもみられる。海外インターンシップや国際ボランティ
アなどの活動に参加するものがそれにあたるといえよう。参加学生数も限られるので外部機関を活用
する方法は適当といえるが，各教育機関の目的と直結しないものも多い。
教育旅行はイベント型が非常に多い状況が続いてきたが，近年は卒業要件として体験型学習を取り
込んでいる大学も増えている。これらの大学では，体験を即戦力の獲得の方法として位置づけている
ようにみえるものもあるが，大学における体験型学習をより活用するためには，目的に応じたカリキ
ュラ上の順次性・体系性の中で明確な位置づけが必要ではないだろうか。
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